
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2022年 度  事 業 報 告 書
2022年 7月 1日 から 2023年 6月 30日 まで

特定非営利活動法人ラオスのこども

1 事業の成果
ラオス社会は、この2年以上続いたコロナ禍により経済が縮み、雇用が悪化しています。さらに世界情勢の影響
を受け、ガソリン価格をはじめとしてすべての物価が上昇し、市民の生活は大変厳しい状況が続いています。と
はいえ、21年に開通した中国による鉄道は、ラオス人乗客も多く、観光を楽しむ層が確実に増えていることも事実
で、社会の階層分化が進んでおり、この社会の現実を踏まえた「ラオスのこども」の活動が必要となっています。
事業においては、「ラオス語図書出版。本を読む環境の整備」を基本として、各種事業を継続しました。さらに外

務省の日本NGO連携無償資金協力事業「中等学校図書館整備を通した読書推進事業」が2022年 7月 に終了
し、この成果を引き継ぎ、2023年 5月 15日 から3年間にわたるJICA草の根技術協力事業として「中等学校におけ
る学校図書室の役割拡充を通した教育改善事業」を開始しました。国内では、引き続き「ラオス語絵本プロジェク
ト」への参加が増えています。
組織運営においては、日本人駐在員がラオス事務所に約 10ヶ月不在となったことから、東京、ラオス間で密な
コミュニケーションを保つよう、定例会議を開催し、事務所間でズレが生じないよう対応しました。また公的資金に

頼らずとも、事業運営ができるよう、資金調達・支援者拡大の目的で、コロナ禍で中断されていた各種イベントや
物販企画を再開し、さらに書き損じハガキ・切手収集キャンペーンに力を入れ、一定の成果とすることができまし
た。ALC図書館の支援を目的とするクラウドファンドにも多くのご支援をいただきました。賛助会員会費も税制優
遇を得られるよう会員制度を改訂し、会員入会キャンペーンなどに取り組んでいます。ラオス事務所においては、
国際協力機関や私立学校に対して図書購入を働きかけ、さらに読書推進活動の事業受託の広報もおこないまし
た。
この数年、厳しい財務状況から、いかに運営を維持するか腐心する時期が続きました。この最優先課題に対
し、様々な皆さまからのご支援に加え、支出削減などの努力により、おかげさまで今期末では財務状況を改善す
ることができました。
今年度は、ラオス語図書5種類12,800冊を現地で出版し、9か所で新規の学校図書室を開設することができまし
た。今年度末までの累計ではラオス語図書 235種類 940,855冊 (図書200/紙芝居19/教科書類6/ニュースレタ
ー10)を出版し、ラオスの小中高校10,644校(小学校8,757校、中等学校 1,836校 )のうち、349ヵ所で図書室(うち16

カ所は地域文庫)を開設しました。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【25,591】 千円)

定款に記載され
た事業名

事 業 内 容 日時 場所 従事者

人数

受益対象者

範囲

受益対象

者人数

事 業 費
(千円)

ラオスで本や紙

芝居を企画、編

集、出版、販売
し、制作者を育
成する事業なら

びにそれらの支

援事業

子どもたちに良質なラオス語書
籍を提供する出版活動。
ラオスで人気の絵本5点、12,80
0部を出版。
文字絵本1『なんのどうぶつ'
1巻』第7版 3,000部
・文字絵本2『なんのどうぶつ0

2巻』第7版 3,000部
・文字絵本3『お星さまきらきら』
第3版 2,500部
・数字絵本『くだものをかぞえよ

う1.2.3.』 第2版 2,500部
・『ぼくはどこへいくの』第3版
1,800部

年間を

通じて

(図書印刷 )

ラオ
~ス
/

ヴィエンチャン都

(図書配付はラ

オス全国)

2人 出版図書の

読者 (図書配

付先の児
童、生徒、教

員、地域住
民など)

約3.6万

人

2,410



ラオスで読書の

習慣を広める事

業

「中等学校の図書館整備を通し
た読書推進事業」ヴィエンチャ
ン県3校の中等学校において、
床面積120“、78席 、本棚10台

規模の図書館を建設し、教員や
生徒への研修を実施。3年 5ヶ
月にわたり実施した事業は7月

末に終了。この事業では村教育
開発委員会 (VEDC)が 学校と
協力し、学校図書館運営を支え

ていく基盤を作ることが出来た。

年間を

通じて
ラオス/

ヴィエンチャン県

ボンホーン郡(ポ

ンサイ中等学

校・サカ中等学

校)、 ヒンフープ

郡 (ヒンフープ中

等学校 )

5人 研修受講者

(学校関係

者、管轄教育

局関係者

教員・生徒 )

図書館完成

後の利用者

(学校生徒)

35人

約3千人

2,895

「中等学校における学校図書室
の役割拡充を通した教育改善事
業」ヴィエンチャン県の中等学校
8校において、先行事業を発展
させた内容で、中等学校図書室
を軸とした教育改善事業を展開
する。
ラオス政府との党書(MoU)を 2月
に締結し、JICAとの契約交渉を
すすめ、5月 15日 から事業を開
始。6月 にプロジェクトチーム会
議を開催した。

5月 ～ ラオス/

ヴィエンチャン県

ムーン郡とサナ

カム郡の中等学

校8校

5人 プロジェクト

チーム会議メ
ンバー

13人 2,131

学校の空き教室に、図書室を

整備する事業。

今年度は、3都県において、新
しく学校図書室を9校 (小学 2

校、中等学校7校)にて開設。
また、過去に開設した学校図書
室3か所をフォローアップ訪問
し、図書の補充と運営研修を実

施した。20校にオンラインでの

研修、27校に図書を補充した。
加えて、5校に対し、図書館がも
っと活用されるように、図書館の

サイン・展示と、授業での図書活

用を促す「図書館応用研修」を

実施した。

8月 ～

5月

ラオス/

ヴィエンチャン都・

ヴィエンチャン県・

カムワン県・ルアン

ナムター県

4人 図書室設置

校の児童生

徒、教員、地

域住民など

約5千人 6,045

事務所併設の図書館は、財政

難による事務所の移転と閉鎖を
止めるために、9月 ～11月 にクラ

ウドファンディングを実施し、継

続することができた。多くの支援
により、床の補修、電気の付け

替えなど、設備の修繕をおこな
った。また、コロナで減少した来

館者を呼び戻すため、イベント

を12月 27日 に開催した。

年間を

通じて

ラオス/

ヴィエンチャン都

4人 メンパー登録

している子ど

も、大人

約100人

ラオスで子ども
が集い遊べる場

(子 どもセンタ
ー)を支援する

事業

要望のあるセンターに対し、当

会が出版した図書の寄贈をおこ

なった。

0



当会独自の奨学金制度。図書

館事業を実施しているポンサイ

中等学校・サカ中等学校・ヒンフ

ープ中等学校にて、7年生の生

徒3名 に奨学金を給付した。今
期は新募集を行わず、継続の

みとした。

12月 ～

5月

ラオス/

ヴィエンチャン県

ポンホーン郡・ヒ

ンフープ郡

2人 奨学生 (中等

学校の生徒)

3人ラオスでの奨学
金事業

タイ企業からの受託事業とし

て、中等学校5年～7年生対象
の奨学金事業を実施。2県の中

等学校生徒220名 を書類選考
によって選び、1年間の奨学金

を支給した。

10月 ～

5月

ラオス/

ヴィエンチャン都

カムワン県

3人 奨学生 220人

8,518

ラオスや当会の活動に関する理

解と交流をすすめるイベントの

開催 (共催、協力含む)

主催イベント   3回
イベント出展   3回

年間を

通して

4人 イベント参加

者、会員、ボ

ランティア

など

約千人東京都

ラオス語絵本プロジェクトの実

施 :参加84件、合計1,840冊

書き損じ葉書・未使用切手の

収集 :「収集キャンペーン」で

は、508件の参加があり、葉書

16,206枚、切手121万 2円相当

の寄付があった。

年間を

通して

全国 3人
会員、支援
者、ボランテ

ィア、一般

約600人

ラオスに関する

交流や広報を

おこない、ネット

ワークを広げる

事業

会報「ラオスのこども通信」を

3号 (83号 ,84号 ,85号 )、 合計

4,000部発行。年次報告書を

500部発行した。

8月

12月

6月

東京都

(販売)全国

5人 会員、支援

者、ボランテ

ィア、一般読

者

のベ

3,300人

日本での社会

教育や開発教

育の事業

「開発教育」や絵本作り体験プ

ログラムなどの実施の為に、5

か所の中学校や大学に、合計

計9回、講師派遣をおこない、

ラオスや国際協力、当会の活

動への理解を促進した。

年間を

通して

東京都・神奈

川県・愛知県・

埼玉県

(オンライン含)

2人 参加者 約250人

1,107

ラオスを紹介す

る書籍や雑貨な

どの企画、制

作、販売

ラオスの子どもたちの絵を使用

したオリジナルカレンダーを

1.500部制作し販売。

ラオスの織物や刺繍小物など

を紹介・販売するイベントは2

回実施、委託販売も継続。

当会が出版したラオス語絵本・

紙芝居を販売。ラオスにおいて

は、国際NGOや私立学校の
ほか委託販売も実施し、約

2300冊を販売した。

10月 ～

4月

年間を

通して

年間を

通して

(制作)東京都

(販売)全国

イベント:東京

都、京都府

委託 :全国

ラオス/ヴィエ

ンチャン都

日本全国

7人 会員、支援

者、ボランテ

ィア、一般

約200人 2,486



書式第13号 (法第28条関係 )

第21期  2022年度 活動計算書
2022年 7月 1日 ～2023年 6月 30日 特定非営利活動法人ラオスのことも

活動会員受取会費
サオーター

一般受取寄付金
115 790
2,753.580

受取民間助成金

受取民間助成金 (現地 )

50.000
62.697

業務委託 (JICA草 の根事業)
交流事業収益

3 Fヽ .1 031

1,693,000
1,972.549

も7

5 その

A

ア .18 180
法
ボ
定福利費
ン ア

給料手当 5.209,122
466.947

売上原価
販売経賽
備品購入費
図書教材購入費
諸謝金
旅費交通費・車両費
施設・会場費
支払奨学金
材料費
通信運搬費
事務費
消耗品費
修理費
保険料
支払報酬料

2,538,517
247,347
265,000
2.515,082
939,632
4,097,673
160,469

5,924,136
81,042
190,284
102,743

127,728
66,486
6.040

2.471,782
lt,(, 249

(2)そ

給料手当
法定福利費
福利厚生費
退職金共済掛金

],861.006
191,954

103,922
90,000

ボランテ ア 72 583

事務所家賃
水道光熱費
通信運搬費
広報費
事務費
車両費
備品費
消耗品費
修繕費
諸会費・会議費
旅費交通費
支払報酬料
支払手数料

518.850
86.519
143.531

610,105
26,241
21,640
23,402
28,967
10,059

95,692
28,000
540,000
255,831

2 の

.171 7(〕 7

30 77
A B

」i

C

一冗凹

正

C

法 人 及 び

12 080 311
、住民
正

1事 業 報 告 用

主__盪___上孟二食ユ_

五

費  用

前 , 1 正 1.

暦
~¬

1盟_盤_ェ__嘘」tL」 :ヒ重:匡_r:L[壬 :L!【 :Σ___________」 L



書式第15号 (法第28条関係 )

第21期  2022年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ラオスのこども

′

現金預金

図書

商品

貯蔵品

前払費用

未収金

6,575,708

4,221,991

13,950

2,843,772

768,735

27,540

14.451.696

14.451.69流動資産合計

1 流動資産

(1) 形

(2) 形

(3)投 その他の

A の

2 固定資産

14.451.696【A】 資 ①+②産 合 計

未払金

預 り金

前受助成金

前受金

仮受金

2,025,487

29,330

1,544,404

557,000

41,138

4.197.359

1 流動負債

流動負債合計 4.197,359|

固定負債合計

2 固定負債

4.197.359+

【B-1】 負 債 の

負 債 合 計

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

12,080,311
-1,825,974

10.254.337

【B-2】 正 味 財 産 の 部

正 味 財 産 合 計

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 14.451.696

金   額

野



第21期  2022年度  計算書類の注記
特定非営利活動法人ラオスのことも

1.重要な会計方針
財務語表の作成

“

.絆0法 人会針基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法 人会計基準協議会)に よっていま●
11'欄卸資産の評価基準及び熙価方法
棚卸資産は.最終仕入原価法を採用しています.

(2' 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は.種込経理方式によっています.

l,

3.受 取助成金の|,訳

'た
そ司 (|

■人|`分
1ヽ間||,II 150.010 150.000 15()

[1.7も
=.69'

l.755.テ ,7 [.755.71,

●II 1.5`イ .イ 04

*|十 餃H,IItの 性術事業には.現地 lll務 ,]「 0「世 |メ |,ヽ

“

巡|(資 .謝 1卜推進プロジェクト統括費用が含まれます

*2交 流 '「夫|●交流す来(′｀本作リイベント.請濱会
')」

「・

'オ

スII松本フロ′ェクトI講師派遣・訪 I11■ 人 ,業 」「rどで,センター '11来 )が
'コ
■よ|

*:,|||は '「 文.■学●■来.交流 r来 .収益,'業の経常収益には.警
'1経
費が令まれています

*111は ',来 .■■全ヤ来の社常収益には.使途が制約された●■●が合よれています .

掟途等が制約された寄附全等の内訳
腱途が制約された寄附全,の |1訳(正

'ヽ

1'4の n餞及び残高の状況)は ,卜の連りです.
当法人の正味財産は [0.254.337円 ですが、そのうち4.894.65211は 下記の通りに途が11定されていま■

1餞が制約されていない正哄け
"は
5.35,,6851lIです

.

(11

5 役員及びその近観者との取引の内容
役員及びその近■イと′)取引は以下の述りです

ttlリ

捕t,● .クタンド
フアンド.'′

'キ
ヤ

´ ~`ン ｀
rどもセンター 30.000

952.787

図 .1'■ _′ ト

スタッフ,ボート,企
,「イ

卜,■ 1.116.790 4.662.44: 1.894.652

1111

||.近 紋イ及
び支配●人と
の1引

(活」力.‖ ,1卜 )
.■
1文 ″イ!′,

1'来 1文 ●

'"来賛
:r動」|,■ 11

(貸‖対

“

表 )

太|´企

∫ti卜●1“ ,all

6.869.370

7.119.583

122.000

| もう」516

11うせ187

当期正味財産増減額 につ いて

10期よりN PO法 人会社ヽ準になった会 ,IIシステムで会,1延■をおこなっています .

当期の文取助成金には.前期前■助成●2.2∞ .181円を組り入れ.,0人には■541.4041レ前受助 ,ヽ0としてII
llし ました.

16期から.活動計ヽ■の商品枷m市 の表示に変ぇ.■ 1」 l::価 として表示しました
:先 1爪価=期 I商 品柳

“

l高 +国 0"は費 +商
`|“

|:人間―期末磁出樹卸高】

(Y2.538.617)― (ヽ 6.327.731)+0982.777)+(ヽ 0)― (11.221.991)

尚.IF哄財とには輌卸0たが入ってお
',ま
すので.当期 II味 111● 増減額は収支差額とは貰なります

`|「
|

11.'`'・ ●、■ .

1111(,|.、 1ヽ,| .|,‐ イ,it■ 1(イ「 1・ I 1'又郷 ||,.II 彙,■ ,1,|'1′ ラオ■
‐ア|!件 11′ |1部 1111 ^||

I群,収 益
1 受取会費

′ 受取■(1●
3 ,取助1皮金
イ ,Ⅲ収●
5 その他収益

“

常収益 ll

Ⅱ

“

分費川

(1人キ,|
チ
',I.`
ユせヽ卜|,

hlサ●′1."

`轟

′,たお掛′●

■
'ン
ティア

“

贅

人,1費計

(2その他毎贅

′.l:原価

敗掟椰費

旅費交通
"i■画贅

迪 1,運搬 11

図書教材鵬人,

“
`,,1人
費

●務メ,7賃
木避光熱曹

事務,,

,H=``:費

●‖,
修見0・修凛費

■●0
広報貴

支払薔口 ,|

.=会贅・会島贅

fl崚科

峰設・企料,
文

“

贄
´′́,

支払手薇,|

う薔■11

その1,経費11

基8■川
`|当期

“

僣囀減額

事 業 報 告 用

ll'ヽ

'ヽ

Mに計1内 .■員との
|:された企級
1  
取り|



第21期 2022年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ラオスのこども

A

1

14,451,696

現金
東京事務所
ラオス事務所

円
kip 24,057,000.00
US$ 767.00
Baht 5,220.25

108,921

183,222

111,20,

22,076

預金
東京事務所
普通預金 1
普通預金 2
普通預金 3
普通預金 4
普通預金 5
普通預金 6
普通預金 7
普通預金 8

(三井住友銀行)
(三井住友銀行)
(三井住友銀行 )
(三井住友銀行)
(三井住友銀行)
(SttC信託銀行)
(SMBC信託銀行)
(SMBC信託銀行)

円

円

円

円

円

円

円
t'S$2,299.05

1,233,068
0

169,149
1.000,010
2,896

2,248,076
750

333,339
467,246郵使振替口座   円

ラオス事務所
BANQUE POUR LE C0101ERCE EXTERIEUR LAO PtiBLIC銀行
kip口 庭E l  kip 38.183.027.85
$ 「1座   l     U" 5%.79
$「1座   2    US$ 2,198.09

290,808
86.239
318,701

期末為替 レー ト
1$‐ 19,037kip=Y144.99   1Ballt‐ 555.26kip

図書
配布用出版図書期末在庫
販売用出版図書期末在庫
商品
商品期末在庫
貯蔵品
切手葉書、収入印紙、商品券未使用在庫
前払費用
ラオス事務所家賃 2023年 7月 ～2024年 5月 分
未収金

2,054,012
2,167,979

13.950

2,843,772

768,735

27 510

(3)

【A】 資 産 合 計 ①+② 14.451.696

未
鷲ξ託品売上未払等

『嘗
 ]]li讐量暑員誓,言喜策懲骨3重 |

仮受金

4,197,359
1

託 。。 上 金 ll 138

B-1

2,025,487

29,330

150,000
1,394,404
557.000

固定負債合計 ・・・④

長期借入金

退職給付引当金

4.197.359【B-1】 負 債 合 計 ③+④

:                ■1                       日|         ` ビ 額   小  割二__食__註_
丁
~~百
Tあ
~T~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

1定r

t tの 書

匿

πi要巧丁T~疎T‐覆
~百
可

「

~F丁
=薫要耳】                                          10.254.337



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2023年 度年間役員名簿 J泄驚騰だぢII″J:=転 Iξttξ鶴″看f』諾露朋所エ
特
=土
営il塁週塵里ゝ 二2L型2こと二

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係 )
И各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1
・監事

インタヴォン チャンタソン

(ノグチチャンタソン)
2022年 7月 1日

2023年 6月 30日

年  月  日

年  月  日Inthavong C,hanthasone

(野 ロ チャンタソン)

2
・監事

ノグチ アサヲ 20224年 7月 1日

2023年 6月 30日

年  月  日

年   月  日野口 朝夫

3
・監事

ンオタニ ヒカリ

塩谷 光

2022年 7月 1日

2023年 6月 30日

年  月  日

年 月 日

4 ・監事
シンドウ マサアキ

2022`年 7月 1日

2023年 6月 30日

年 月

月

日

日年新藤 雅章

5
・監事

モリ トオル

森 透

2022年 7月 1日

2023年 6月 30日

年  月  日

年  月  日

6 ・監事
ニシムラ ケイコ

西村 恵子

2022`午 7月 1日

2023`午 6月 30日

年 月

月

日

日年

7 理事
ワキタ コウジ 2022年 7月 1日

2023年 6月 30日

年

年

月

月

日

日脇田 康司

8 理事。o ヤザキ メイ

矢崎 芽生

2022年 7月 1日

2023`年 6月 30日

年 月

月

日

日年



書式第 4号 〈法第 10条・第 28条関係 )
事 業 報 告 用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 ラオスのこども

氏    名

1 福島 孝好

2 風間 美苗

3 近藤 知子

4 構木 由貴江

5 嶺 朱子

6 秋元 波

7 窪田 千春

8 平石 未奈

9 東矢 高明

10 清水 宏子


